
今
回
は
高
知
の
小
粋
な
街

角
美
女
。
日
本
と
台
湾
の
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ
た
。

名
前
は
梅
本
さ
や
か
さ
ん
。
有

名
ラ
ウ
ン
ジ
の
オ
ー
ナ
ー
だ
。

　

店
名
は
「
琴
魚
（
き
ん
ぎ
ょ
）

ば
ち
」。
梅
本
さ
ん
は
元
売

れ
っ
子
の
芸
妓
。「
琴
魚
」
の

名
前
で
活
躍
。
店
に
も
そ
の
名

前
を
付
け
た
と
い
う
。

　
「
き
ん
ぎ
ょ
に
は
癒
し
効
果
が

あ
る
ん
で
す
」
と
語
る
梅
本
さ

ん
。「
高
知
に
来
た
と
き
は
、
琴

魚
ば
ち
、
お
忘
れ
な
く
」。
さ
わ

や
か
で
豪
快
な
土
佐
美
人
だ
。

変
容
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
県
政
の
象
徴

例
が
徳
島
駅
周
辺
の
再
開
発
構
想

だ
。
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

で
青
写
真
を
描
い
た
が
、
構
想
は
な
し
崩

し
的
に
大
き
く
変
容
し
て
い
っ
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
駅
北
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
と
公
共
施
設
、
Ｊ
Ｒ
車
両
基
地

の
再
配
置
だ
っ
た
。
駅
北
に
ア
リ
ー
ナ
と

に
ぎ
わ
い
拠
点
を
整
備
。
既
存
の
Ｊ
Ｒ
車

両
基
地
を
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
移
設

す
る
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
整
備
事
業
が

進
ん
で
い
た
新
ホ
ー
ル
は
藍
場
浜
公
園

西
エ
リ
ア
に
整
備

す
る
。
俗
に
「
玉

突
き
理
論
」
と
呼

ば
れ
た
徳
島
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
構
想
だ
っ
た
。

こ
の
構
想
の
う

ち
、
現
在
残
っ
て

い
る
の
は
新
ホ
ー

ル
だ
け
。
ア
リ
ー

ナ
は
東
工
業
高

跡
地
に
移
り
、

車
両
基
地
移
転

は
宙
に
浮
い
た

ま
ま
。
駅
周
辺

の
再
開
発
構
想
と

玉
突
き
理
論
は
事

実
上
破
綻
し
た
。

「
業
者
が
決
ま
ら
な
い
」、
立

往
生
す
る
新
ホ
ー
ル
、
任
期
中

の
完
成
は
絶
望
的

唯
一
残
っ
た
新
ホ
ー
ル
整
備
事
業
も

暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
る
。
業
者

選
定
の
公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ
た
が
、

応
募
者
ゼ
ロ
。
県
は
九
月
中
に
再
公
告
す
る

が
、
公
募
内
容
が
劇
的
に
変
わ
り
そ
う
だ
。

　

一
回
目
の
公
募
は
設
計
会
社
と
ゼ
ネ
コ
ン

を
対
象
に
し
た
設
計
施
工
一
体
型
だ
っ
た
。

施
設
運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

公
募
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
指
定
管
理
者
を
選
定

す
る
予
定
だ
っ
た
。

　

再
公
告
で
は
、
事
業
費
、
工
期
、

仕
様
の
三
点
セ
ッ
ト
は
変
え
ず
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
等
の
参
加
を
促
す

た
め
に
、
設
計
・
施
工
・
運
営
を

一
体
に
し
た
提
案
を
求
め
る
公
募

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
な
り
そ
う
だ
。

　

参
考
事
例
が
京
都
ア
リ
ー
ナ
。

設
計
・
施
工
・
運
営
の
三
位
一
体

公
募
を
行
い
、
伊
藤
忠
商
事
を
代

表
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
が
落
札

し
た
。
設
計
は
梓
設
計
、
施
工
は

大
林
組
。
電
通
も
構
成
員
だ
。

公
募
内
容
変
更
で
応
募

者
現
れ
る
か
、
再
公
告

設
計
・
施
工
一
体
型
か
ら
、

設
計
・
施
工
・
運
営
の
三

位
一
体
型
へ
と
公
募
内
容
を
劇

的
に
変
更
予
定
の
新
ホ
ー
ル
。

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
県
政
の

一
例
だ
が
、
は
た
し
て
応
募
者

が
現
れ
る
の
か
。

ネ
ッ
ク
に
な
る
の
が
一
六
二

億
円
の
工
事
費
だ
。
一
回
目
の

公
募
で
は
「
一
六
二
億
円
で
は
と

て
も
無
理
。
少
な
く
と
も
七
十
億

円
足
り
な
い
」
と
ゼ
ネ
コ
ン
各
社

か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
ら
っ
た
。

　

再
公
告
で
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
や
る

気
に
な
っ
て
も
、
建
設
工
事
担
当
の

ゼ
ネ
コ
ン
が
チ
ー
ム
に
入
ら
な
い
と

話
に
な
ら
な
い
。
ゼ
ネ
コ
ン
の
協
力

を
い
か
に
取
り
付
け
る
か
が
再
公
告
の
鍵
に

な
り
そ
う
だ
。
ゼ
ネ
コ
ン
も
忙
し
そ
う
だ
。

使
途
非
公
開
の
運
航
支
援

金
、
国
際
定
期
便

昨
年
末
か
ら
就
航
し
た
韓
国
、

香
港
と
の
定
期
航
空
便
も
光

と
影
が
交
錯
す
る
。
韓
国
便
は
搭
乗

率
七
四
％
と
好
調
だ
が
、
発
着
時
間

が
不
評
。
香
港
便
は
搭
乗
率
四
九
％

と
不
調
で
九
月
か
ら
運
休
す
る
。　

八
月
末
ま
で
の
運
航
実
績
は
韓

国
便
が
一
〇
七
往
復
、
香
港
便
が
九

五
往
復
。
航
空
会
社
等
へ
の
支
援
金

な
ど
誘
致
コ
ス
ト
の
総
額
が
四
億

二
千
万
円
。
韓
国
、
香
港
あ
わ
せ
て

一
往
復
当
り
二
〇
八
万
円
だ
。

　

問
題
は
支
援
金
の
使
途
だ
。
航

空
会
社
や
旅
行
会
社
へ
の
補
助
金
、

情
報
発
信
の
委
託
料
、
事
務
費
等
だ

が
、
ど
の
航
空
会
社
に
い
く
ら
払
っ

た
か
と
い
う
使
途
実
態
は
県
議
会

に
対
し
て
も
非
公
開
だ
。

県
は「
航
空
会
社
と
の
守
秘
義
務
」

を
非
公
開
理
由
に
挙
げ
る
が
、
支
援

金
に
は
、
着
陸
料
の
二
分
の
一
な
ど

補
助
要
綱
に
規
定
さ
れ
た
補
助
金

と
航
空
会
社
と
の
個
別
協
議
で
支
払

う
支
援
金
が
あ
る
。

　

個
別
協
議
の
支
援
金
は
、
人
件
費
な
ど
航

空
会
社
の
実
情
を
配
慮
し
て
積
算
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、「
支
援
金
く
れ
な
い
な
ら
運
航

打
ち
切
る
」
と
足
元
を
見
ら
れ
、
言
い
値
で

ぼ
っ
た
く
ら
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

「
金
で
買
っ
た
国
際
定
期
便
」
と
い
う

こ
と
だ
が
、
原
資
は
県
民
の
血
税
。
複

数
の
航
空
会
社
や
旅
行
会
社
を
競
合
さ

せ
る
な
ど
、
外
国
企
業
の
上
手
を
行
く

国
際
交
渉
力
を
発
揮
す
べ
き
だ
。

実
態
反
映
し
て
い
る
か
、
観
光

消
費
額
予
測

就
航
か
ら
八
月
末
ま
で
四
億
二
千
万
円

の
誘
致
コ
ス
ト
が
か
か
っ
た
韓
国
、

香
港
便
。
県
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
観
光

消
費
額
を
十
億
六
千
万
円
と
発
表
し
た
が
、

実
態
を
反
映
し
な
い
机
上
の
空
論
金
額
だ
。

　

十
億
六
千
万
円
の
積
算
根
拠
は
観
光
庁

デ
ー
タ
。
同
庁
に
よ
る
と
訪
日
外
国
人
の

一
人
一
泊
当
た
り
の
旅
行
支
出
は
韓
国
が

約
二
万
六
千
円
、
香
港
が
約
三
万
六
千
円
。

こ
の
金
額
に
総
泊
数
を
か
け
た
だ
け
だ
。

　

例
え
ば
、
韓
国
の
旅
行
客
五
人
が
県
内

で
一
泊
し
た
場
合
の
観
光
消
費
額
は
、

五
人
×
二
万
六
千
円
＝
十
三
万
円
と
い

う
こ
と
だ
。
問
題
は
こ
の
一
人
一
泊
二

万
六
千
円
が
全
国
平
均
の
金
額
だ
と
い

う
こ
と
だ
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
来
徳
、
一
泊
し
た
韓
国
人

観
光
客
が
宿
泊
費
や
飲
食
費
と
し
て
二

万
六
千
円
を
支
出
し
て
い
る
の
か
。
実

態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
机
上
の
空

論
に
頼
ら
ず
、
県
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

す
べ
き
だ
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
説
浮
上
、
あ
す

た
む
ら
ん
ど

指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
も

手
間
取
っ
て
い
る
。
あ
す
た

む
ら
ん
ど
だ
。
来
年
三
月
末
で
ネ
オ

ビ
エ
ン
ト
と
の
契
約
が
切
れ
る
が
、

県
は
新
管
理
者
を
決
め
る
公
募
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
発
表
し
て
い
な
い
。

理
由
は
県
が
施
設
の
抜
本
的

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い

る
か
ら
だ
。
一
説
で
は
民
間
の

資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導

入
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
を
検

討
し
て
い
る
と
い
う
。

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
抜

本
的
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
を

進
め
る
た
め
に
、
来
年
四
月
か
ら

は
ネ
オ
ビ
エ
ン
ト
と
の
契
約
の
一
年

延
長
や
県
直
営
な
ど
暫
定
的
な
運
営

方
式
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

相
次
ぐ
巨
大
事
業
、
懸

念
さ
れ
る
財
政
危
機

約
一
六
二
億
円
の
新
ホ
ー
ル
、
五

百
億
円
と
も
い
わ
れ
る
ア
リ
ー

ナ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
が
進
む
あ

す
た
む
ら
ん
ど
と
巨
大
事
業
が
目
白

押
し
の
後
藤
田
県
政
。
将
来
的
な
財

政
危
機
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

「
財
政
当
局
は
『
こ
の
ま
ま
で
は
将
来

予
算
が
組
め
な
く
な
る
の
で
は
』
と
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
巨
大
事
業

で
貯
金
が
枯
渇
し
た
ら
、
職
員
給
与
カ
ッ

ト
が
浮
上
す
る
恐
れ
も
」（
県
議
）。

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
施
策
が
目
立
つ
の

も
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
県
政
の
特
徴

だ
。
例
え
ば
九
月
補
正
予
算
。
海
外
戦
略

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
を
集
め
る

が
、
中
長
期
的
な
政
策
予
算
が
少
な
い
。

は
た
し
て
県
庁
の
各
部
局
で
は
中
長
期
的

な
課
題
に
対
応
す
る
政
策
の
企
画
立
案
は
で

き
て
い
る
の
か
。
知
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
副

知
事
や
政
策
監
は
政
策
づ
く
り
の
ブ
レ
ー

ン
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
。

構
想
力
が
乏
し
く
思
い
付
き
で
走
る
後

藤
田
知
事
に
付
い
て
い
く
の
が
精
一
杯
の

感
が
あ
る
知
事
戦
略
局
。
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
施
策
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
見
据
え

た
成
長
戦
略
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
だ
。

徳
島
市
内
の
ホ
テ
ル
Ｘ
。
年
間
売
上
は
約
二
十
億
円
と
増
収
だ
が
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
は
約
三
十
億
円
。
三
期
連
続
一
億
円
以
上
の
赤
字
。
株
主
か
ら
「「
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
阿
波
銀
行
に
『
融
資
を
回
収
で
き
る
の
か
』

『
融
資
を
回
収
で
き
る
の
か
』
と
金
融
庁
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
ら
な
い
か
」」。

町
長
Ｖ
Ｓ
野
党
町
議
の

「
ご
み
バ
ト
ル
」
の
行

方
は
…
。
板
野
町
の
ご
み
騒

動
が
飛
び
火
し
た
上
板
町
。

広
域
組
合
へ
の
負
担
金
を
め

ぐ
る
政
争
は
、
十
月
町
長
選

の
対
立
候
補
擁
立
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
の
か
。

　

上
板
町
は
政
争
の
ま
ち
で

知
ら
れ
る
。
こ
の
四
年
間
、

松
田
町
長
と
野
党
町
議
の
対

立
が
常
態
化
し
て
い
た
。
町

議
十
二
人
の
う
ち
、
町
長
与

党
が
六
人
、
野
党
が
五
人
、

中
立
が
共
産
の
一
人
だ
。

組
合
へ
の
負
担
金
予
算
を

議
会
が
否
決

ご
み
処
理
広
域
組
合
へ
の

負
担
金
問
題
で
は
、
潜

在
し
て
い
た
政
争
が
先
鋭
化

し
た
。
松
田
町
長
が
提
案
し

た
約
四
、
四
〇
〇
万
円

の
負
担
金
議
案
に
野
党

と
共
産
の
六
人
が
反

対
。
否
決
さ
れ
た
。

　

上
板
町
は
阿
波
市
、

板
野
町
と
一
市
二
町
で

事
務
組
合
を
構
成
。
ご

み
処
理
を
共
同
で
行
っ

て
き
た
。
阿
波
市
に
あ

る
焼
却
施
設
が
稼
働
期

限
を
迎
え
た
た
め
、
組

合
は
新
処
理
施
設
の
整

備
に
着
手
し
た
。

　

こ
の
新
ご
み
施
設
整
備

事
業
に
対
し
、
板
野
町
が

「
経
費
の
根
拠
が
不
透
明

だ
」
と
反
発
。
令
和
十
年

三
月
末
の
組
合
脱
退
を
決

め
た
。
組
合
は
阿
波
、
上

板
の
一
市
一
町
の
事
業
ス

キ
ー
ム
で
事
業
費
を
見
直

し
た
。

　

松
田
町
長
が
提
案
し
た

組
合
へ
の
負
担
金
予
算

は
、
組
合
が
進
め
る
新
ご

み
処
理
施
設
の
造
成
費
や

土
地
賃
貸
料
の
上
板
町
負

担
分
と
し
て
、
組
合
に
約

四
、
四
〇
〇
万
円
を
支
払

う
と
い
う
も
の
だ
。

　

負
担
金
議
案
が
否
決
さ

れ
た
松
田
町
長
は
再
議
で

対
抗
し
た
。
再
議
も
賛
成

五
人
、
反
対
六
人
で
否
決

さ
れ
た
。
廃
案
に
な
っ
た

か
と
思
わ
れ
た
負
担
金
議

案
だ
が
、
松
田
町
長
が
隠

し
玉
を
投
げ
込
ん
だ
。

否
決
予
算
を
町
長
が

「
強
制
執
行
」

義
務
費
の「
強
制
執
行
」

と
も
い
う
も
の
だ
。

地
方
自
治
法
で
は
、
人
件

費
な
ど
の
義
務
費
は
再
議

で
否
決
さ
れ
て
も
首
長
が

執
行
で
き
る
。
組
合
へ

の
負
担
金
も
義
務
費
だ

と
い
う
こ
と
だ
。

松
田
町
長
か
ら
「
否
決

さ
れ
た
予
算
を
支
出
す

る
」
と
通
告
さ
れ
た
野
党

町
議
ら
は
激
怒
。
松
田
町

長
へ
の
対
決
姿
勢
を
硬
化

さ
せ
た
。
九
月
三
十
日
告

示
、
十
月
五
日
投
開
票
の

町
長
選
へ
の
対
応
だ
。

　

町
長
選
は
松
田
町
長

の
無
投
票
三
選
が
濃
厚

な
情
勢
だ
が
、
町
民
が

立
候
補
資
料
を
選
管
か

ら
持
ち
帰
る
な
ど
、
野

党
町
議
ら
が
対
立
候
補

擁
立
を
模
索
し
て
い
る

と
も
い
わ
れ
る
。

　

組
合
か
ら
の
脱
退
を
示

唆
す
る
強
硬
論
も
あ
る
。

一
足
先
に
脱
退
へ
動
い
た

板
野
町
と
組
ん
で
ご
み
処

理
事
業
を
行
う
と
い
う
も

の
だ
。
負
担
金
予
算
の
否

決
も
板
野
町
議
の
水
面
下

の
暗
躍
が
噂
さ
れ
て
い
る
。

　

組
合
脱
退
の
手
法
は
野

党
議
員
に
よ
る
脱
退
議
案

の
提
案
だ
が
、
一
回
目
の

採
決
で
可
決
さ
れ
て
も
、
町
長

が
三
分
の
二
の
賛
成
が
要
る
再

議
を
求
め
た
ら
否
決
が
濃
厚

だ
。
町
民
の
こ
と
を
考
え
る
と

実
現
す
る
可
能
性
は
低
い
。

　

潜
在
す
る
政
争
が
背
景
に
あ

る
町
長
Ｖ
Ｓ
野
党
町
議
の
ご
み

バ
ト
ル
。
松
田
町
長
へ
の
反
発

感
情
か
ら
組
合
へ
の
負
担
金
予

算
を
否
決
し
た
野
党
町
議
だ

が
、
問
わ
れ
る
の
は
ご
み
処
理

事
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。

　

負
担
金
予
算
反
対
の
理
由

は「
経
費
根
拠
の
説
明
が
な
い
」

と
の
こ
と
だ
が
、
組
合
や
町
は

何
度
も
説
明
し
て
い
る
。
例
え

ば
新
施
設
の
運
営
経
費
は
ト

ン
当
た
り
二
万
一
、
五
〇
〇
円

（
リ
サ
イ
ク
ル
経
費
を
除
く
）。

他
市
町
よ
り
安
い
。

　

組
合
か
ら
の
脱
退
は
ご
み

処
理
だ
け
で
な
く
、
し
尿
処

理
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
リ
ス
ク

も
あ
る
。
上
板
町
は
阿
波
市
、

神
山
町
と
阿
北
環
境
整
備
組

合
を
構
成
。
阿
波
市
の
施
設

で
し
尿
も
処
理
し
て
い
る
。

　

も
し
「
阿
波
市
と
は
一
緒

に
や
ら
な
い
」
と
ご
み
処
理

組
合
か
ら
脱
退
す
れ
ば
、
阿

波
市
民
か
ら
「
ご
み
だ
け
で

な
く
、
し
尿
も
自
分
で
処
理

し
ろ
」
と
反
発
の
声
が
上
が

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

負
担
金
予
算
に
ノ
ー
を
突
き

つ
け
た
野
党
町
議
。
ご
み
や
し

尿
処
理
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
き

議
会
活
動
は
、
松
田
町
長
へ
の

反
発
感
情
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
町
長
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
指

摘
さ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

次
期
衆
院
選
徳
島
二
区
か
ら
の
出
馬
説
が
流
れ
る
医
師
で
後
藤
田
知
事
実
兄
の
後
藤
田
卓
志
氏
。
九
月
に
入
り
夫
婦
で
首
長
や
県
議
、
市
議
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
ら
と
相
次
ぎ
面
会
。「「
弟
の
威
光
を
笠
に
着
た
行
動
か

弟
の
威
光
を
笠
に
着
た
行
動
か
」」
と
県
政
を
二
分
さ
せ
る
泥
沼
選
挙
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
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二
年
の
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た
後
藤
田
県
政
。
徳
島
新
時
代
の
実
現
を
目
指
し
、

「
安
心
度
」「
魅
力
度
」「
透
明
度
」
の
３
Ｕ
Ｐ
戦
略
を
打
ち
出
す
。
躍
動
や
ワ
ク
ワ

ク
感
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
徳
島
新
時
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
徳
島
駅
周
辺
の
再

開
発
や
新
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
政
策
展
開
に
は
な
ぜ
か
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
感
が
付

き
纏
う
。
貯
金
を
取
り
崩
し
、
施
策
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
が
、
県
庁
内
か
ら

は
将
来
的
な
財
政
運
営
に
危
機
感
も
。
実
績
が
問
わ
れ
始
め
た
場
当
た
り
県
政
…
。

グローバル・アシスト社の井原社長が不倫関係だった伊勢県薬剤師会副会長を訴えた民事裁判。地裁がグローバル社の請求棄却。井原社長は控訴するか、泣き寝入りか。

　

仁
木
博
文
厚
労
副
大
臣
殿
、
貴
職
は
今
年
四
月
、
生
活
保
護
費
国
庫
負
担
金
の
徳
島
市
に
よ

る
過
大
請
求
問
題
に
つ
い
て
、「
五
年
以
内
の
も
の
に
つ
い
て
は
返
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
見

解
を
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
貴
職
の
部
下
は
「
笛
吹
け
ど
動
か
ず
」
で
す
。
九
月
上
旬
、
厚
労
省

の
監
査
官
が
徳
島
市
を
監
査
し
ま
し
た
が
、
過
大
請
求
問
題
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
。「
何
の
た
め
に
来

た
の
か
」
と
市
担
当
者
が
拍
子
抜
け
し
た
ほ
ど
の
お
粗
末
な
ピ
ン
ボ
ケ
監
査
で
し
た
。
貴
職
は

徳
島
市
の
イ
オ
ン
前
の
事
務
所
に
「
日
本
を
治
療
す
る
」
と
小
泉
進
次
郎
氏
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ

ト
看
板
を
デ
カ
デ
カ
と
掲
げ
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
「
ヤ
ブ
医
者
」
な
ら
ぬ
「
ヤ
ブ
副
大
臣
」

の
烙
印
が
押
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
次
期
首
相
の
呼
び
声
高
い
進
次
郎
氏
が
泣
き
ま
す
よ
…
。

五五
年
間
で
約
五
千
万
円

年
間
で
約
五
千
万
円

の
国
庫
負
担
金
を
詐
取
し

の
国
庫
負
担
金
を
詐
取
し

て
い
た
徳
島
市

て
い
た
徳
島
市

釈
迦
に
説
法
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
徳
島
市
の
国
庫
負

担
金
過
大
請
求
の
問
題
点
は
、

生
活
保
護
受
給
者
に
払
い
過
ぎ

た
保
護
費
を
放
置
し
、
国
に
返

す
べ
き
負
担
金
を
詐
取
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

生
活
保
護
費
の
財
源
は
四
分

の
三
が
国
庫
負
担
金
、
四
分
一

が
市
費
で
す
。
例
え
ば
十
二
万

円
の
払
い
過
ぎ
が
判
明
し
た
ら
、

受
給
者
か
ら
回
収
し
、
九
万
円

を
厚
労
省
、
三
万
円
を
徳
島
市

に
返
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

払
い
過
ぎ
た
生
活
保
護
費
は
「
返

納
金
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
が
、

徳
島
市
は
少
な
く
と
も
過
去
二
十

五
年
間
、「
調
定
」
と
呼
ば
れ
る
事

務
作
業
を
行
わ
ず
、
ほ
っ
た
ら
か

し
に
し
て
い
ま
し
た
。

市
の
調
査
で
は
、
厚
労
省
に
返

す
べ
き
国
庫
負
担
金
は
、
過
去
五

年
間
だ
け
で
約
五
千
万
円
。
二
十

五
年
間
な
ら
、
単
純
計
算
で
約
二

億
五
千
万
円
。
億
単
位
の
国
費
を

徳
島
市
は
騙
し
取
っ
て
い
ま
し
た
。

国
費
の
詐
取
問
題
は
現
在
、
徳

島
市
議
会
の
百
条
委
員
会
が
調

査
中
で
す
。
八
月
二
十
一
日
に

は
森
本
生
活
福
祉
第
二
課
長
が

過
大
請
求
の
原
因
を
「
監
査

で
隠
蔽
を
繰
り
返
し
た
結
果

だ
」
と
証
言
し
ま
し
た
。

「「
五
年
以
内
の
過
大
請

五
年
以
内
の
過
大
請

求
は
返
却
し
て
ほ
し
い
」

求
は
返
却
し
て
ほ
し
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た

仁
木
厚
労
副
大
臣

仁
木
厚
労
副
大
臣

「
過
大
請
求
」
と
表
現
さ

れ
る
国
庫
負
担
金
の

詐
取
問
題
に
つ
い
て
、
本
紙

は
今
年
四
月
、
厚
労
副
大
臣

で
あ
る
貴
職
に
対
し
、「
厚
労

省
は
調
査
を
行
う
の
か
」
と

対
応
を
質
問
し
ま
し
た
。

国
庫
負
担
金
を
詐
取
さ
れ

た
厚
労
省
は
被
害
者
の
立
場

で
す
が
、
過
去
何
度
も
徳
島

市
を
監
査
し
て
い
ま
す
。
厚

労
省
に
も
監
査
で
過
大
請
求

や
詐
取
を
見
抜
け
な
か
っ
た

責
任
が
あ
り
ま
す
。

貴
職
は
徳
島
一
区
の
衆
院
議

員
で
す
。
足
元
で
発
覚
し
た
国

庫
負
担
金
の
不
適
正
支
出
に
つ

い
て
、
厚
労
副
大
臣
、
国
会
議

員
と
い
う
二
つ
の
公
的
立
場

か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る
責
務
が

あ
り
ま
す
。

本
紙
取
材
に
対
す
る
貴
職

の
回
答
は
「
官
僚
に
調
べ
さ

せ
た
が
、
徳
島
市
が
調
査
中

で
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
」「
五

年
以
内
の
も
の（
過
大
請
求
）

に
つ
い
て
は
返
し
て
も
ら
い

た
い
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

過過
大
請
求
問
題
は

大
請
求
問
題
は

ノ
ー
タ
ッ
チ
、
拍
子

ノ
ー
タ
ッ
チ
、
拍
子

抜
け
の
厚
労
省
監
査

抜
け
の
厚
労
省
監
査

「
官
僚
に
調
べ
さ
せ
た
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
貴

職
で
す
が
、
徳
島
市
に
対
す

る
厚
労
省
の
監
査
か
ら
は
、

過
大
請
求
の
実
態
解
明
や
被

害
弁
済
、
再
発
防
止
等
の
本

気
度
が
全
く
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。九

月
三
日
〜
五
日
の
三
日

間
、
厚
労
省
の
生
活
保
護
担

当
者
が
来
県
。
県
庁
と
徳
島

市
役
所
を
監
査
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
染
矢
佳
範
生
活

保
護
監
査
官
と
上
野
充
貴
事

務
官
の
二
人
で
し
た
。

監
査
官
ら
は
四
日
と
五
日

の
二
日
間
、
徳
島
市
役
所
で

監
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
国

庫
負
担
金
の
過
大
請
求
問
題

は
ノ
ー
タ
ッ
チ
。
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
を
覚
悟
し
て
身
構

え
て
い
た
市
側
を
拍
子
抜
け

さ
せ
ま
し
た
。

市
側
が
「
国
庫
負
担
金

問
題
は
追
及
し
な
い
の
か
」

と
確
認
す
る
と
、
監
査
官

の
答
え
は
「
あ
く
ま
で
定

例
の
監
査
。
国
庫
負
担
金
に
つ
い

て
は
追
及
す
る
予
定
は
な
い
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

県
に
よ
る
と
、
今
回
の
監
査
は
施

行
事
務
監
査
と
呼
ば
れ
る
定
例
監
査

で
、
徳
島
市
を
監
査
す
る
こ
と
は
昨

年
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
過
大
請
求
問
題
に
絞
っ
た
監
査

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

過
大
請
求
問
題
が
百
条
委
員
会
で

調
査
中
の
真
っ
最
中
に
実
施
さ
れ
た

厚
労
省
の
監
査
。
た
と
え
事
前
に
予

定
さ
れ
た
定
例
監
査
で
あ
っ
て
も
、

詐
取
疑
惑
が
浮
上
す
る
過
大
請
求
問

題
は
監
査
す
べ
き
で
す
。

市
議
会
百
条
委
員
会
が
調
査

中
の
過
大
請
求
問
題
を
現
地
監

査
で
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
厚
労
省
。

問
題
意
識
が
欠
落
し
た
お
粗
末

な
ピ
ン
ボ
ケ
監
査
で
す
。
監
査

官
の
職
務
怠
慢
も
明
白
で
す
。

過過
大
請
求
問
題
の
対
策
問

大
請
求
問
題
の
対
策
問

わ
れ
る
厚
労
省

わ
れ
る
厚
労
省

仁
木
厚
労
副
大
臣
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
貴
職
は
今
回
の
厚
労
省
に

よ
る
徳
島
市
監
査
を
知
っ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
知
っ
て
い
た
場
合
、

過
大
請
求
問
題
の
監
査
を
指
示
し

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

知
ら
な
か
っ
た
場
合
は
監
査
官
を

「
な
ぜ
過
大
請
求
問
題
を
監
査
し
な

か
っ
た
の
か
」と
叱
責
す
べ
き
で
す
。

現
場
で
過
大
請
求
を
指
摘
し
な
い
監

査
は
「
問
題
は
な
い
」
と
の
誤
っ
た

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

貴
職
は
徳
島
市
の
イ
オ
ン
前
事

務
所
に
小
泉
進
次
郎
農
相
と
の

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
看
板
を
デ
カ
デ
カ

と
掲
示
。
産
婦
人
科
医
の
本
業
に
ち

な
ん
で
「
日
本
を
治
療
す
る
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

厚
労
副
大
臣
と
し
て
過
大
請
求

の
病
巣
を
知
り
な
が
ら
、
調
査

や
対
策
を
打
ち
出
さ
ず
病
巣
を

放
置
す
る
こ
と
は
、「
ヤ
ブ
医
者
」

な
ら
ぬ
「
ヤ
ブ
副
大
臣
」
の
烙

印
を
押
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

厚
労
副
大
臣
と
し
て
の
時
間

は
残
り
僅
か
で
す
。
病
巣
を
放

置
せ
ず
過
大
請
求
問
題
に
処
方

箋
を
発
行
す
べ
き
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
「
日
本
を
治
療
す
る
」

と
共
に
誓
っ
た
進
次
郎
氏
が
落

胆
の
涙
を
流
す
だ
け
で
す
。

「
町
長
の
女
遍
歴
は
多
数
」

「
ク
ズ
の
ベ
テ
ラ
ン
議

員
」
…
。
藍
住
町
長
や
町
議
ら

を
中
傷
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
者
は

同
町
女
性
町
議
だ
っ
た
。
お
騒

が
せ
町
議
は
辞
職
し
た
が
、
町

議
ら
の
怒
り
は
収
ま
ら
な
い
。

　

投
稿
は
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

で
繰
り
返
さ
れ
た
。
ア
カ
ウ
ン

ト
名
は
「
藍
青
」。
昨
年
二
月
か

ら
十
二
月
ま
で
三
十
回
以
上
投

稿
さ
れ
た
。
内
容
の
一
例
は
次

の
通
り
。
高
橋
町
長
や
町
議
ら

を
こ
き
下
ろ
し
て
い
た
。

　
「
ど
こ
ぞ
の
町
長
が
新
人
女
性

議
員
に
手
を
出
し
た
と
か
？
足

を
出
し
た
と
か
？
オ
マ
ケ
に
違

う
部
分
も
出
し
た
と
か
…
。
お

二
人
共
、
二
元
代
表
制
の
意
味

も
解
ら
な
い
の
か
な
？
」（
２
０

２
４
年
１
２
月
２
４
日
）

　
「
町
長

の
沼
に

入
っ
た

か
？
女
性

議
員
…
。

そ
れ
と
も

女
性
議
員

の
沼
に
入
っ
た
の
は
町
長
の
方

か
？
。
妻
子
の
あ
る
身
で
、
現
在

別
居
中
の
町
長
の
女
遍
歴
は
多
数
」

（
２
０
２
４
年
１
１
月
１
９
日
）。

　
「
某
町
議
会　

誰
で
ク
ズ
ふ
た

り
を
議
運
の
正
副
委
員
長
に
し

た
の
は
？　

ふ
た
り
と
も
前
科

あ
る
ら
し
い
で
ー　

覚
醒
剤
所

持
・
不
正
受
給
・
窃
盗　

投
票

し
た
町
民
を
疑
う
わ
だ
っ
て
よ
」

（
２
０
２
４
年
3
月
6
日
）。

　

投
稿
を
知
っ
た
高
橋
町
長
が
発

信
者
情
報
を
開
示
請
求
。
投
稿
者

が
判
明
し
た
。
同
町
の
宮
本
影
子

町
議
（
六
五
）
だ
っ
た
。
町
長
は

議
会
に
事
実
確
認
と
再
発
防
止
を

要
望
。議
会
が
調
査
に
動
き
出
し
た
。

大
半
が
憶
測
や
伝
聞　

投
稿

認
め
、
議
員
辞
職

九
月
三
日
に
議
員
資
質

向
上
の
調
査
特
別
委

員
会
を
開
催
。
宮
本
町
議

を
問
い
質
し
た
。
宮
本
町

議
は
投
稿
し
た
こ
と
を
認

め
た
。
投
稿
内
容
の
大
半
は
伝

聞
や
憶
測
に
よ
る
も
の
で
、
事

実
無
根
だ
っ
た
。

　

宮
本
町
議
の
答
弁
は
町
議

ら
を
仰
天
さ
せ
た
。
宮
本
町

議
が
「
窃
盗
町
議
」
と
し
て

名
を
挙
げ
た
佐
野
町
議
が

「
窃
盗
っ
て
、
何
を
盗
ん
だ

の
か
」
と
問
い
質
す
と
、「
高

校
時
代
に
子
牛
を
盗
ん
だ
」。

　
「
高
校
時
代
は
六
十
年
も

前
。
子
牛
な
ん
か
盗
む
わ
け

が
な
い
。
根
拠
を
聞
く
と
、

『
人
か
ら
聞
い
た
』
と
の
こ

と
。
呆
れ
ま
し
た
。
ど
う
対

応
し
た
ら
い
い
の
か
、
わ
か

り
ま
せ
ん
」（
佐
野
町
議
）。

　

議
会
は
九
月
三
日
以
降
も

特
別
委
員
会
で
宮
本
町
議
の

投
稿
問
題
の
事
実
確
認
を
行

う
予
定
だ
っ
た
が
、
九
日
に

宮
本
町
議
が
辞
職
願
を
提
出
。

事
態
が
急
変
し
た
。
辞
職
理
由

は
「
一
身
上
の
都
合
」
だ
っ
た
。

　

お
騒
が
せ
町
議
の
辞
職
で
幕

切
れ
か
と
思
わ
れ
た
が
、
町
議

ら
は
「
事
実
確
認
が
半
ば
」「
投

稿
の
真
意
が
究
明
で
き
て
い
な

い
」「
謝
罪
が
な
い
」
と
反
発
。

矛
先
を
収
め
る
気
配
は
な
い
。

　

焦
点
は
投
稿
の
目
的
や
意

図
。
な
ぜ
宮
本
氏
は
町
長
や

町
議
ら
を
こ
き
下
ろ
す
誹
謗

中
傷
投
稿
を
繰
り
返
し
た
の
か
。

背
景
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
の
が
、
町
長
選
の
度
に
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
す
る
政
争
だ
。

　

十
一
月
四
日
に
告
示
さ
れ
る

藍
住
町
長
選
は
、
三
選
目
指
す

高
橋
英
夫
町
長
と
新
人
の
三
輪

浩
美
氏
の
一
騎
打
ち
だ
。
構
図

は
四
年
前
と
同
じ
。
前
回

は
高
橋
町
長
が
一
、
八
九

〇
票
差
で
再
選
し
た
。

　

町
議
だ
っ
た
宮
本
氏
は

四
年
前
の
町
長
選
で
三
輪

氏
を
支
援
。
こ
の
四
年
間

野
党
町
議
と
し
て
高
橋
町

長
と
対
峙
し
た
。
定
数
十

六
人
の
町
議
会
は
町
長
与

党
が
十
一
人
、
野
党
が
宮

本
氏
を
含
む
五
人
だ
っ
た
。

投
稿
の
真
意
は
？　

十

一
月
に
町
長
選

宮
本
氏
の
誹
謗
中
傷
投

稿
は
、
高
橋
町
長
や

与
党
町
議
ら
の
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
を
狙
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
っ
た
の

か
。
四
年
前
の
町
長
選
で
も

高
橋
町
長
を
中
傷
す
る
噂
が

口
コ
ミ
で
流
さ
れ
た
。

　

四
年
前
は
口
コ
ミ
、
今
回

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
選
挙
の
度
に
出

現
す
る
高
橋
町
長
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
投

稿
者
と
し
て
の
正
体
が
暴
か

れ
た
宮
本
氏
の
投
稿
の
真
意

は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。


